
（別紙３）

○事業所名 KID ACADEMY PURE 川越校

○保護者評価実施期間
2024年11月22日 ～ 2024年12月2日

○保護者評価有効回答数 （対象者数） 16 （回答者数）
5

○従業者評価実施期間
2024年12月3日 ～ 2024年12月6日

○従業者評価有効回答数 （対象者数） 6 （回答者数）
6

○事業者向け自己評価表作成日
2025年2月10日

○ 分析結果

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等 さらに充実を図るための取組等

1

活動プログラムを継続・発展させて提供している。 お子様の成功体験・失敗体験・挑戦する心や好奇心・探求
心といった心と身体の発達と成長につなげる事を目的に、
活動プログラムは曜日ごとにテーマを設定し、月間を通し
て週単位で内容をステップアップさせて提供している。

今後は、お子様たちに係や日直といった役割を持つことを
提案し、責任感や達成感につながる活動を取り入れてい
く。合わせて全体で一つ月の目標を決め、意識付けを
行っていく。

2

実際の体験を通して将来の生活スキルの向上や余暇の
楽しみ方・興味の幅を広げていく事を目的とした社会体験
の機会を提供している。

公共交通機関を利用した外出や買い物の体験・生産農家
さんの畑での野菜の収穫体験・商業施設やテーマパーク
の利用体験・ピクニックや公園での散策など、さまざまな
ジャンルの体験学習を提供している。

今後は、社会性や生活スキルといった将来の生活につな
がる体験としてお仕事体験や地域活動への参加を企画
提供していく。

3

運動するエリア・座って過ごすエリア・個別活動を行うエリ
アと室内を明確に分け、子どもたちが安全で安心して過ご
せる環境を提供している。

転倒やケガなど事故を起こさない事を第一に心がけ、又エ
リアを区切ることで孤立してしまう事の無いように常にお子
様に寄り添って支援を行っている。

成長に合わせた事故防止を心掛け、随時より良い環境を
整えていく。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等 改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

教室前駐車場が交通量の多い道路に面している 小さいお子様のご利用が多く、注意力不足でお子様から
視線が逸れた時に不意に道路に飛び出してしまう可能性
がある。又、お子様の入室や外出の身支度の際に玄関内
に密集する時間帯にがあり、道路に飛び出す可能性が
あって危険と感じることがある。

玄関エリアを広く設定し、お子様が玄関に密集することを
防いている。又教室への出入口には柵を設け、玄関ドア
は職員が二重に施錠を行い、お子様の急な道路への飛
び出しを防いでいる。
又、乗車は常に複数のスタッフでサポートし、玄関内に
入っていただくお子様は声掛けにより少人数としている。

2

夕方の交通量が日により大きく変わり、交通量によっては
送り送迎に通常より時間がかかってしまうことがある。

送迎ルートは安全を第一に、混雑を回避するルートを取っ
ているが、川越市は観光で訪れる方も多く、夕方の交通量
が日により大きく変わる場合があり、事前に予測して送迎
の順番を変更するなどの工夫ができる日はあるが、多くは
予測できない日が発生してしまっている。

安全に送迎を行うため、無理な運転はせず、ご自宅への
到着時刻が大幅に遅れる可能性がある場合は事前に保
護者様へ連絡し了解を得ている。

3

複数のお子様をお送りする場合、お引渡しの際、保護者
様のご協力が必要になる。

出勤の状況で添乗スタッフの人数が限られてしまう。 一人のスタッフで複数のお子様をお送りする際、他のお
子様が車内にいらっしゃる場合は、目の届く範囲から決し
て離れずに保護者様へ連絡し、お引渡しにご協力をいた
だいている。


